
公認心理師科目の領域 公認心理師下位の区分 公認心理師科目区分
公認心理
師科目番

号

公認心理師法第７条第１号及び第２
号の省令で定める 科目

公認心理師施行前の特
例履修要件科目数

生活文化学科対応科目

生活心理専
攻(◎専攻
必修科目
○専攻選択
ー不対応)

心理学基礎科目A 1 公認心理師の職責 ー ー ー

心理学概説１ ◎
心理学概説2 ○

心理学基礎科目A Ⅰ 3 臨床心理学概論 臨床心理学１ ◎
心理学基礎科目A Ⅰ 4 心理学研究法  心理学研究法１ ◎
心理学基礎科目A Ⅰ 5 心理学統計法 心理学研究法2 ○
心理学基礎科目A Ⅰ 6 心理学実験 心理学実験・実習1 ◎

認知心理学a ◎

認知心理学b ○
心理学発展科目B 基礎心理学 Ⅱ 8 学習・言語心理学 言語心理学 ○
心理学発展科目B 基礎心理学 Ⅱ 9 感情・人格心理学 パーソナリティ心理学 ○
心理学発展科目B 基礎心理学 Ⅱ 10 神経・生理心理学 脳と心 ○

家族心理学 ○

社会心理学1 ◎

生涯発達心理学a ◎

生涯発達心理学b ◎
心理学発展科目B 基礎心理学 Ⅱ 13 障害者・障害児心理学 臨床発達心理学1 ○

心理調査・検査法1 ◎

心理調査・検査法2 ○

家族臨床心理学1 ○

家族臨床心理学2 ○

家族心理学特論 ○

臨床心理学2 ○

臨床発達心理学2 ○
心理学発展科目C 基礎心理学 Ⅲ 24 心理演習 家族心理学演習 ○
実習演習C Ⅲ 25 心理実習(80時間以上) 生活心理実習 ◎
心理学発展科目B 実践心理学 Ⅳ 16 健康・医療心理学 健康科学概論 ◎

 コミュニティ心理学 ○

 家族と生涯発達各論a ○

心理学発展科目B 実践心理学 Ⅳ 18 教育・学校心理学  教育心理学 ○
心理学発展科目B 実践心理学 Ⅳ 19 司法・犯罪心理学 ー ー
心理学発展科目B 実践心理学 Ⅳ 20 産業・組織心理学 キャリア心理学 ○
心理学発展科目B 心理学関連科目 Ⅴ 21 人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能 ◎

心理学発展科目B 心理学関連科目 Ⅴ 22 精神疾患とその治療 ー ー

心理学発展科目B 心理学関連科目 23 関係行政論 ー ー
★公認心理師科目に学科の科目が
複数対応している場合は、いずれか１
科目で対応させる

心理学基礎科目A

Ⅱ

心理学発展科目B 基礎心理学 Ⅱ

基礎心理学

基礎心理学心理学発展科目B

心理学基礎科目B

福祉心理学17

心理的アセスメント14

Ⅰ

基礎心理学

実践心理学心理学発展科目B

Ⅲ心理学発展科目B 基礎心理学

Ⅲ

Ⅳ

心理学発展科目C

Ⅴ群　１科目以上

Ⅰ群　3科目以上

Ⅱ群　4科目以上

Ⅳ群　２科目以上

Ⅱ

心理学概論2

知覚・認知心理学7

発達心理学12

社会・集団・家族心理学11

Ⅲ群　2科目以上
心理学的支援法15

生活心理専攻では専攻必修9科目で対応済み

公認心理師法 附則第三条 「公認心理師の受験資格の特例が認めら

れる科目」について

（法附則第２条第１項第３号及び同項第４号の省令で定める大学における

科目)

公認心理師法施行日（2017年９月15日）より前に実践女子大学に入学した

者（2014-2017年度入学者）が、次のⅠ～Ⅴのそれぞれの分類について定

められた科目（合計12科目以上相当）を修めて卒業した場合（※）には、経

過措置として、施行日以降に公認心理師法に対応する大学院において必

要な科目を修めて修了する「Ｅルート」か、省令で定める施設で２年間の実

務に従事する「Ｆルート」により公認心理師国家試験の受験を目指すことが

可能です。

実践女子大学生活科学部・生活文化学科 「公認心理師の受験資格の特例が認められる科目」

（注１)Ⅰ群（2～6）については、３科目以上を履修する。

（注２)Ⅱ群（7～13）については、４科目以上を履修する。

（注３）Ⅲ群（14、15、24及び25）については、２科目以上を履修する。ただし、

24については、施設の分野及び時間数を問わない。

（注４）Ⅳ群（16～20）については、２科目以上を履修する。ただし、16をⅤ（21

又は22）として履修した場合は、17から20までのうち２科目以上を履修する。

（注５）Ⅴ群（21又は22）については、１科目以上を履修する。なお、16を履修

した場合は、21又は22から1科目以上を履修する。

（注６）一つの必要な科目に対応しているとした開講科目を、他の必要な科

目に対応する科目として記入することはできない。


